




 

はしがき 

 

人口減少や急速な高齢化の進行とともに、経済のグローバル化、情報通信技術の革

新等に伴う企業活動の広域化や多様化等により、我が国の経済社会の構造は大きく変

化している。地方団体を取り巻く環境も近年様々な変化に直面しており、人口減少や

高齢化等の課題は、歳入歳出両面において影響を及ぼすことが考えられる。その中で、

地方税制においても、これまで前提とされてきた経済社会構造が大きく変化してくる

ことに伴う様々な課題に今後直面していくことが考えられる。 

一方、地方税制については、税源の偏在性が小さく税収が安定的な地方税体系の構

築に向けて一連の抜本的税制改革を終えたところであり、今後の目指すべき中長期的

なあるべき姿や大きな方向性は明らかでない。 

こうした状況を踏まえ、今年度、本調査研究会においては、「経済社会の構造変化に

対応した地方税制のあり方」というテーマの下、これまでの地方税制改革を振り返り、

今後の地方税制のあり方について議論を行うこととした。 

具体的には、個人住民税、地方消費税及び地方法人課税について、平成以降の地方

税制の抜本的な改革を振り返り、今後の目指すべき中長期的なあるべき姿や大きな方

向性を明らかにすべく、具体的な論点について議論を行った。なお、昨年度に引き続

き、ＷＥＢ会議形式により開催した。 

本研究会のテーマは、中長期的な視点で地方税制を議論する試みであり、その検討

のスケールも大きいものであることから、具体的な対応策を導き出すまでには更に研

究を深める必要があるが、本研究会の議論を踏まえた論点整理と今後の対応の方向性

についての考え方を示すことによって、今後の検討の参考になることを期待するもの

である。 

最後に、今回の調査研究に当たり、御多忙のところ委員をお引き受けいただいた先

生方に心から感謝を申し上げる。 
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